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新たな２２人の議員が誕生しました。これからの４年間、市民の代表として綾瀬市発展のため力を尽くします

小
児
医
療
費
の
助
成
を
満
七
歳
ま
で
に
拡
大
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平
成　

年
度
６
会
計
予
算
は
総
額
４
３
１
億
１
千
万
円
に

１９

　

三
月
定
例
会
に
市
長
は
、
平
成
十
九
年

度
一
般
会
計
予
算
二
百
三
十
八
億
円
を
柱

に
、
六
会
計
予
算
総
額
四
百
三
十
一
億
一

千
万
円
を
提
案
し
、
併
せ
て
新
年
度
の
施

政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
市
長
は
、
先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
こ
の
ま
ち
に
市
民
が
愛
着
と
誇
り
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
市
民
協
働
に
よ
り

力
を
合
わ
せ
、
活
力
と
思
い
や
り
に
満
ち

た
ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
。
本
市
の
財
政

状
況
は
、
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の

税
源
移
譲
等
に
よ
り
個
人
市
民
税
で
大
幅

な
増
収
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
所
得
譲
与

税
の
皆
減
や
定
率
減
税
の
廃
止
に
伴
う
地

方
特
例
交
付
金
等
の
減
収
、
引
き
続
き
不

交
付
が
予
測
さ
れ
る
普
通
交
付
税
な
ど
厳

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
全
て
の
事
務
事
業

を
対
象
に
原
点
か
ら
の
再
考
や
経
常
的
経

費
の
内
容
精
査
を
行
っ
て
政
策
経
費
を
確

保
し
、
九
つ
の
政
策
の
推
進
と
市
民
満
足

度
を
高
め
る
事
業
へ
の
重
点
配
分
に
努
め
、

一
般
会
計
で
前
年
度
比
三
億
五
千
万
円

（
一
・
五
％
）
増
の
堅
実
で
実
践
型
の
予

算
を
編
成
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
な
施
策
と
し
て
は
、
市
民
満

足
度
調
査
の
実
施
、
寺
尾
天
台
地
区
の
自

治
会
館
整
備
、
メ
ー
ル
の
一
斉
配
信
に
よ

る
情
報
提
供
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

運
用
開
始
に
伴
う
防
災
行
政
用
無
線
装
置

の
改
修
、児
童
施
設
等
周
辺
の
路
面
標
示
、

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
の

推
進
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
私
ど
も
両
名
は
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
議
長

並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
身
に
あ
ま
る
光
栄
と
存
じ
ま
す
と
と

も
に
、
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

終
始
中
立
公
正
な
立
場
で
円
滑
な
る
議

会
運
営
に
努
め
、
市
政
の
意
思
決
定
機

関
と
し
て
、
市
民
の
声
を
的
確
に
反
映

さ
せ
、
皆
様
の
信
頼
に
応
え
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
政
に
対
す
る
市
民
各

位
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
月
定
例
会
が
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
ま
で
の
二
十
三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度
五
会
計
補
正
予
算
、
平
成
十
九
年
度
六
会
計
予
算
、
ご
み
の
投
棄
防
止

に
よ
る
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
副
市
長
の
選
任
な
ど

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
三
十
二
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
同
意
。
議
員
提
出
議
案
で
は
、
委
員
会

条
例
及
び
会
議
規
則
の
一
部
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
五
月
臨
時
会
が
十
五
日
、
選
挙
後
の
初
議
会
と

し
て
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
一
件
、
議
員
提
出
議
案
一
件
を
同
意
、
可
決
。
新
し
い
正
副
議
長
や
各
常
任

委
員
会
委
員
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
（
案
件
名
と
結
果
は
八
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

３３
月
定
例
会

月
定
例
会

市
民
の
力
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

　

―
施
政
方
針
―　

通
学
路
等
に
子
ど
も
目
線
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ミ
ラ
ー
等
の
設
置
、
新
幹
線
跨
線
橋
の
耐

震
補
強
工
事
、
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工

事
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
教

職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の
配
備
、
中
学
校
で
の

少
人
数
指
導
、
障
害
児
の
宿
泊
行
事
参
加

支
援
、
体
育
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
若

者
と
子
ど
も
の
交
流
の
場
「
わ
い
わ
い
プ

ラ
ザ
」
の
開
設
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
暖
房

便
座
化
、
自
治
会
館
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、女
性
ト
イ
レ
の
擬
音
装
置
設
置
、

希
望
の
家
の
用
地
取
得
及
び
建
替
え
造
成

工
事
、
小
児
医
療
費
の
助
成
拡
充
、
厚
木

基
地
南
側
の
稲
荷
山
に
運
動
公
園
の
整
備
、

市
庁
舎
南
側
の
東
山
に
公
園
の
整
備
、
電

線
類
地
中
化
の
予
備
設
計
、
ハ
ッ
ピ
ー
カ

ー
ド
ス
タ
ン
プ
装
置
の
更
新
、
樹
木
破
砕

機
の
購
入
な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
や

直
面
す
る
課
題
に
対
す
る
新
た
な
取
り
組

み
が
盛
り
込
ま
れ
、
九
つ
の
政
策
の
実
現

に
向
け
て
、
そ
の
推
進
を
目
指
す
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
は
、
指

定
管
理
者
に
も
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
を
講
じ
る
よ
う
規
定
す
る
も
の
、
副
市

長
定
数
条
例
は
、
地
方
自
治
法
の
改
正
で

助
役
が
副
市
長
に
変
わ
り
、
そ
の
定
数
を

二
人
と
定
め
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も

の
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
は
、
扶
養
手
当
に
お
け
る

三
人
目
以
降
の
子
を
二
千
円
引
き
上
げ
七

千
円
と
す
る
ほ
か
、
管
理
職
手
当
を
定
率

制
か
ら
職
区
分
別
の
定
額
制
と
し
減
額
す

る
も
の
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
、

休
息
時
間
を
廃
止
す
る
も
の
、
心
身
障
害

者
愛
護
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正
は
、

新
た
に
精
神
障
害
者
も
支
給
の
対
象
と
す

る
も
の
、
小
児
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

改
正
は
、
一
歳
引
き
上
げ
満
七
歳
ま
で
を

助
成
の
対
象
と
す
る
も
の
、
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
は
、
事
業
会
計
の

健
全
性
を
保
つ
た
め
課
税
額
を
改
定
す
る

も
の
、
ご
み
の
投
棄
防
止
に
よ
る
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
、
ポ
イ
捨
て
や
犬

猫
の
ふ
ん
放
置
等
ご
み
の
投
棄
を
防
止
す

る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
、
公
共
下

水
道
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例
は
、

市
街
化
調
整
区
域
の
下
水
道
整
備
に
当
た

り
受
益
者
分
担
金
を
徴
収
す
る
た
め
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
の
多
く

は
、
助
役
か
ら
副
市
長
へ
の
変
更
を
主
に

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
寺
尾
北
自

治
会
館
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
指
定
管

理
者
と
し
て
寺
尾
北
自
治
会
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
と
四

特
別
会
計
の
総
額
で
五
億
四
千
五
百
六
十

七
万
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
、
市
有
地

売
り
払
い
の
減
額
に
伴
う
公
共
用
地
取
得

基
金
積
立
金
の
減
や
老
人
医
療
保
険
の
医

療
給
付
が
当
初
見
込
み
を
下
回
る
こ
と
に

よ
る
減
が
主
な
も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
三
十
議
案
す
べ
て

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
市
長
か
ら
二
議
案
が
追
加

さ
れ
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
川
口
賢
一
氏
（
深
谷
中
）
の
再
任
、
副

市
長
に
は
近
藤
吉
和
氏
（
元
収
入
役
）
の

選
任
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
な

お
、
こ
れ
で
副
市
長
は
、
旧
助
役
（
新
倉

正
治
氏
）
と
の
二
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
は
委
員
会
条
例

と
会
議
規
則
の
一
部
改
正
の
二
件
が
追
加

さ
れ
、
常
任
委
員
会
委
員
定
数
の
見
直
し

や
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険

税

を

値

上

げ

も
う
一
人
の
副
市
長
は

近

藤

吉

和

氏

に

　

五
月
臨
時
会
で
は
、
正
副
議
長
の
選
挙

が
行
わ
れ
、
議
長
に
吉
川
重
夫
議
員
、
副

議
長
に
出
口
け
い
子
議
員
を
選
出
し
た
ほ

か
、
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
各
委
員
を

選
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
監
査
委
員
の
選
任
に
関
す
る
議
案

で
は
、
増
田
淳
一
郎
議
員
を
選
出
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。
（
各
委
員
会
な
ど

の
構
成
は
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

5

月

臨

時

会

就
任
あ
い
さ
つ

就
任
あ
い
さ
つ

副議長
出口けい子

議　長
吉川重夫


